
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師： 伊藤健氏/慶応義塾大学 大学院 政策・メディア研究科 特任助教 

藤田 滋/一般財団法人 国際開発機構 人材開発事業部 主任 

日時： 2014年 7月 4日（金） 12：30－14：00 （開場 12：00） 

場所： FASIDセミナールーム 

参加費： 500円（賛助会員 無料） 

 

今日まで開発途上国に多くの援助資金が投入されてきていますが、途上国のニーズは多

大であり、政府開発援助（ODA）資金だけで満たすことは困難となっています。一方、途上国

に流れ込む民間資金は 1990 年代前半より ODA を大きく上回り、途上国に流れる資金の 7

割を超えるといわれています。BOP/インクルーシブビジネスや社会的投資（財務的リターン

に加え、社会的インパクトを創出することを目的とした投資）など、途上国開発においてもビジ

ネスや投資を活用した開発課題へのアプローチが重要になってきています。 

 

そのような中、ディベロップメント・インパクト・ボンド（DIB）という、新たな形の社会的投資モ

デルが途上国開発で注目され始めています。DIB は、2010 年に英国で発祥したソーシャル・

インパクト・ボンド（SIB）という社会的投資モデルを途上国開発に適用するものです。SIB は、

従来行政が提供していたサービスを、投資家が出資する事業者が実施し、事業の「成果

（Outcome）」に応じて行政が支払いを行うというスキームです。事業の活動にかかった経費

ではなく「成果」に応じて支払いがなされる成功報酬型（Pay for Success）の委託の一種です

が、サービス提供を行う事業者に投資家が出資する点に特徴があります。成果を達成できな

かった場合や成果以上のコストがかかった場合に出資した資金を失うリスクを投資家が負う

ことで、できるだけ低いコストで成果を達成するインセンティブを与え、革新的な手法の導入
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等、社会的生産性の向上が期待されます。現在、この SIB を開発課題の解決に適用する動

きが DFIDなどドナーの間で広がっています。 

 

今回の BBL セミナーでは、慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特任助教の伊藤健

氏より SIB の概要について、弊財団人材開発事業部 主任の藤田滋より途上国開発におけ

る DIBの可能性について講演します。 

 

■講師： 

 伊藤 健氏  

慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特任助教 兼  

特定非営利活動法人 SROIネットワーク・ジャパン代表理事 兼 

Asian Venture Philanthropy Network日本アドバイザー 

米国 Thunderbird Global School of Management にて経営学修士課程を修了後、GE 

International に入社。シックス・シグマ手法を使った業務改善や、コーポレート・ファイナンス

部門で企業買収後の事業統合等を行う。2008 年には GE 社を退職、2010 年まで NPO 法

人 ISL社会イノベーションセンターの立ち上げと運営に関わる。スイス・シュワブ財団と提携し

ての Social Entrepreneur of the Year(SEOY)日本プログラムの運営等を行う。2010年より

現職。 

 

 藤田滋 

一般財団法人 国際開発機構 人材開発事業部 主任 

英国エセックス大学比較政治学修士課程修了。卒業後、プライスウォーターハウスクーパー

ス株式会社に入社。金融サービス事業部にて、業務プロセス改善、リスク管理などのプロジェ

クトに従事。2012年より現職。BOP/インクルーシブビジネスや社会的投資、社会性評価に関

する調査、研修・シンポジウムの企画運営に携わる。 

 

参加ご希望の方は7月1日（火）までに、URL内のオンラインフォームよりお申し込み下さい。

会場の都合でご出席頂けない場合のみ、事務局よりご連絡いたします。尚、昼食は各自ご持

参下さい。 

関連 URL：http://www.fasid.or.jp/seminar_info/74_list_detail.html 

 

お問い合わせ先 

一般財団法人国際開発機構（FASID） 国際開発研究センター 担当：浜岡 

〒106-0041港区麻布台 2-4-5 メソニック 39MT ビル 6階 最寄駅：地下鉄神谷町、赤羽橋 

Tel: 03-6809-1997 Fax: 03-6809-1387 Email: bbls@fasid.or.jp 

地図:  http://www.fasid.or.jp/about/8_index_detail.shtml 


